
 

お内仏のある生活 

 

 

「お内仏」の中央には、「御本尊」阿弥陀如来をご安置します。 

真宗門徒の家庭では、家族揃って毎朝夕「お内仏」の前で手をあわ

せ、「正信偈」のおつとめと仏法聴聞を生活の基本としてきました。 

御本尊の前に身をすえ、仏さまの教えを聞くことにおいてはじめ

て、「本当に尊いこと」を見失いつづけている私の姿が明らかとな

り、自らの生きる方向を確認してきたのです。 

しかし、昨今の私たちを取り巻く環境は、生活様式の変化により、

それぞれ家族がバラバラに生活することを余儀なくされ、かつての 

ように皆が揃って御本尊に向かうことがなくなってしまいました。こ

のことと軌を一にするかのように、現代社会の人間関係は相互に向き 

合うことが希薄になり、家庭すら安心する場となり得ていないので 

はないでしょうか。 

そのような現代だからこそ「お内仏のある生活」を実現し、人間 

の知恵を超えて、御本尊を中心とした人間関係が回復されることを 

願ってやみません。 

 

 

御本尊は本山（真宗本廟）からお受けしましょう 
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